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バリアフリー推進レポート 

【会議概要】 

○日時: 令和 4 年 10 月 31 日（月）13:30～15:30 

○場所: 島根県立産業交流会館（くにびきメッセ） 

○議事次第： 

 ・開会挨拶（島根運輸支局長） 

・運営要綱の一部改正について 

・座長選出・講話「公共建築のサインについて」 

 （一般社団法人島根県建築士会 会長 足立正智 氏） 

・移動等円滑化評価会議中国分科会について 

・構成員のバリアフリーに関する取組み状況 

・意見交換 

・閉会挨拶（島根県土木部土木総務課長） 

 

第 8 回島根県バリアフリー等地域連絡会議を開催しました！ 

バリアフリー等地域連絡会議は、平成 22 年度から中国地方各地でのバリアフリー化を推進する目

的で各県において隔年で開催されており、島根県では 10 月 31 日に開催しました。 

このたびは移動円滑化等評価会議中国分科会との連携を図る目的で運営要綱を改正し、令和 4

年度から新規参加となった「しまね盲ろう者友の会」から盲ろう者と会の取組みが紹介されました。 

また、座長の足立会長より「公共建築のサインについて」の講演があり、構成員のバリアフリーに

関する取組み報告や意見交換が行われました。 

【構成員】 

○学識経験者          
  一般社団法人島根県建築士会 会長 
○高齢者・障がい者団体     

島根県身体障害者団体連合会  
公益社団法人島根県視覚障害者福祉協会  
島根県ろうあ連盟  
一般社団法人島根県精神保健福祉会連合会  
島根県手をつなぐ育成会  
島根県自閉症協会  
公益財団法人島根県老人クラブ連合会  
しまね盲ろう者友の会  

  
○施設設置管理者       

西日本旅客鉄道株式会社中国統括本部山陰支社  
  一畑電車株式会社  
  一般社団法人島根県旅客自動車協会  

島根・鳥取県旅客船協会  
島根県旅館ホテル生活衛生同業組合  
出雲空港ターミナルビル株式会社  
石見空港ターミナルビル株式会社  

  
○行政機関 

国土交通省中国地方整備局、松江国道事務所  
国土交通省中国運輸局、島根運輸支局  
島根県、松江市、出雲市  【会議の様子】 

【忠政 島根運輸支局長 挨拶】 
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【構成員のバリアフリーの取組み】 

・音声付き信号機・エスコートゾーンの新設・整備、JR 
等公共交通機関における安全・利便への要望活動 

 
・「遠隔手話サービス」の実施。聴覚障害者情報セン 
ター、県内 3 市への機器設置。 

 
・内方線付点字ブロックの整備、サービス介助士資 
格取得、バリアフリーマニュアルによる教育・訓練。 

  スマホアプリ「ミライロ ID」による障害者割引。 
 
・人にやさしいバス・UD タクシーの導入状況、ア 
プリ配車、ユニバーサルドライバー研修の実施。 

 
・空港連絡バスの UD 対応の券売機導入、職員の 
サービス介助士資格取得、ターミナル出入口舗 
装。案内カウンターへの筆談ボード設置。 

 
・道の駅キララ多伎のトイレ改修。道の駅湯の川の 
トイレ合同点検。 

 
・ヘルプマーク・ヘルプカードの交付・啓発、「あいサ 
ポーター」活動、思いやり駐車場利用証発行。 

 
 ・バリアフリー情報提供事業（受入調査、HP、研修、 

障がい者の旅の受入・調整、相談） 
 
・出前講座、市長表彰、啓発活動、市職員向け手話 
動画配信。障害者差別解消法の相談事例。 

 
・松江市交通局のノンステップバスの導入状況。 
市所有コミュニティバスの補助ステップ整備状況。 

 
・福祉のまちづくり条例の紹介。障害者差別解消法 
施行後の取組。（相談、職員研修、市民への周知） 

 
・バリアフリーまち歩き情報誌の発行、宿の改修ア 
ドバイス・事例集、オンラインモニターツアー、旅行 
相談、接遇研修、情報交換会、点字名刺・触地図 
作成。 

 
・「盲ろう」理解のパンフレット作成、通訳介助員養成 
研修の開催。 

【意見交換（対応事例・その他）】 

・放火事件の新聞報道について、今後関係 
者と話し合いの場を設けたい。 

 
・外出支援の取組を住民へ説明。福祉バス 
の整備運行への財政支援強化を要望。 

 
・「あいサポーター」の広がりにより日常生活 
での配慮が広がることを期待。 

 
・身体障がい者用駐車場利用証の増加によ 
り、希望者が利用できない事態発生。連携 
施設増加とともに、譲り合い啓発強化を検 
討。 

 
・JR の移動支援は助かるが、事前連絡と待 
ち時間が課題。もっと簡潔な方法を希望。 

 
・合庁の点字ブロックが道路と庁舎入口の間 
で切れており改善してほしい。 

 
・玄関が閉まっている時やトイレの男女別が 
不明な時、施設職員の支援がありがたい。 
一般の方の声かけの啓発を進めてほしい。 

 
・道路の改修苦労は理解する。車椅子・視覚 
障害者の共存共栄を考えたい。 

 
・「盲ろう」のような複数障害への理解を進め 
てほしい。音声信号機でなく、触知式信号 
機の設置を希望する。 

 
・聴覚障がいにも難聴、中途失聴、聾唖者、 
聾者、盲ろう者、色々ある。事故情報など、 
電光掲示板での情報提供を希望する。 

 
・6 月に「障害者情報アクセシビリティ・コミュ 
ニケーション施策推進法」が施行。情報提 
供が合理的配慮として進められている。 

 
・バスは回数券・バスカード・IC カード 3 種類 
あり区別や操作方法の違いが分からない。 

 
・新しい施設や機能が導入された時に体験 
会を開いてほしい。実際に使うことで障がい 
者にも広まる。 

 

【座長 足立会長】 【発言する会議参加者】 


